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じ
め
に

0
平
安
京
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築

②
そ
の
余
の
都
城
に
お
け
る
類
似
例

●
中
国
都
城
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築

④
桓
武
朝
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
採
用
の
意
義

【論
文
要
旨
］

　
桓
武
天
皇
の
造
営
し
た
平
安
宮
に
お
い
て
は
、
殿
舎
や
門
の
左
右
に
翼
廊
を
延
ば
し
、
そ
の
先
端

に

楼

閣
を
附
設
す
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
朝
堂
院
正
殿
で
あ
る
大
極
殿
、
朝
堂
院

南

門
で
あ
る
応
天
門
、
豊
楽
院
正
殿
で
あ
る
豊
楽
殿
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
の
調
査

で

は
、
長
岡
宮
に
お
い
て
も
朝
堂
院
南
門
が
翼
廊
と
楼
閣
を
附
設
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本

稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
楼
閣
附
設
建
築
」
と
名
付
け
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
。

　
中
国
で
は
、
惰
・
唐
の
都
城
に
楼
閣
附
設
建
築
が
造
ら
れ
た
。
洛
陽
城
の
宮
城
の
正
門
で
あ
る
応

天

門
、
長
安
城
大
明
宮
の
正
殿
で
あ
る
含
元
殿
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
長
安
城
の
宮
城
の
正
門
で
あ

る
承
天
門
も
同
じ
様
式
の
建
築
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
惰
・
唐
の
都
城
で
は
、
楼
閣
附
設
建
築
は

皇
帝
が
外
部
の
社
会
と
接
す
る
場
所
（
「
外
朝
」
）
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
は
そ

う
し
た
中
国
都
城
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
岡
宮
や
平
安
宮
に
楼
閣
附
設
建
築
を

築
造
し
た
と
推
定
す
る
。
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は
じ
め
に

（
1
）
長
岡
宮
朝
堂
院
南
門
の
楼
閣
の
発
見

　
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
は
、
長
岡
宮
朝

堂
院
跡

に
お
け
る
重
要
な
発
見
を
公
表
し
た
。
長
岡
宮
の
朝
堂
院
南
門
の
左
右
に
は

翼
廊
が
延
び
て
い
る
こ
と
は
従
来
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

　
（
1
）
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
朝
堂
院
南
門
翼
廊
が
L
字
形
に
屈

曲
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
南
端
に
は
「
楼
閣
」
状
の
建
築
物
が
附
属
す
る
こ
と
が
確

認

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
図
1
）
。
平
安
宮
の
場
合
、
朝
堂
院
の
正
門
で
あ
る
応
天
門
の

東
西
に

L
字
形
の
翼
廊
が
延
び
、
そ
の
先
端
に
翔
鶯
楼
（
西
側
）
、
栖
鳳
楼
（
東
側
）

と
い
う
楼
閣
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か

し
、
今
回
の
発
見
に
よ
り
、
こ
う
し
た
「
楼
閣
」
を
持
つ
宮
殿
建
築
の
存
在
は
平

安
宮
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
長
岡
宮
の
段
階
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
重
要
な
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
先
般
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
を
見
る
に
至
っ

（2
）た
。
し
か
し
、
そ
の
詳
し
い
検
討
は
今
後
充
分
な
時
間
を
か
け
て
お
こ
な
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
楼
閣
を
附
設
す
る
宮
殿
建
築
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
す
な
わ
ち
、
長
岡
宮
や
平
安
宮
に
お
け
る
楼
閣
建
築
を
通
し
て
、
桓
武
天
皇
が

そ
の
新
し
い
首
都
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
理
想
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
予
察
を
加
え

て

お
き
た
い
の
で
あ
る
。

（
2
）
「
楼
閣
附
設
建
築
」
の
用
語

　
本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
宮
殿
の
建
築
の
中
で
、

主
体
と
な
る
建
物
の
左
右
に
楼
閣
を
附
属
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
主
体
と
な
る
建
物

が

門
で
あ
る
場
合
、
こ
う
し
た
附
設
楼
閣
は
「
闘
」
と
い
う
文
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て

お
り
、
楼
閣
を
附
設
す
る
門
の
全
体
は
「
門
闘
」
と
い
う
用
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
劉
煕
の
『
繹
名
』
が
「
閥
、
闘
也
。
在
門
両
芳
。
中
央
閲
然
為
道
也
」
と

　
　
　
　
　
（
3
）

記
す
通
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
用
語
を
採
用
す
る
の
に
あ
え

て

異
を
唱
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
殿
舎
に
楼
閣
を
附
属
さ
せ
る

建
築
を
も
対
象
と
し
た
い
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
門
に
附
属
す
る
楼
閣
だ
け
を

意
味
す
る
「
闘
」
の
用
語
を
使
う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ

う
し
た
建
物
に
対
し
て
「
楼
閣
附
設
建
築
」
、
そ
こ
で
の
楼
閣
に
「
附
属
楼
閣
」
と
い

う
仮
称
を
与
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
主
と
な
る
建
築
物
は
殿
舎
で
あ
る
場

合
と
門
で
あ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
前
者
を
「
楼
閣
附
設
殿
舎
」
、
後
者
を
「
楼
閣
附

設

門
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
ま
た
、
楼
閣
附
設
建
築
に
は
、
主
体
と
な
る
建
物
の

左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
平
面
L
字
形
の
翼
廊
を
付
け
て
そ
の
先
端
に
附
属
楼
閣
を
置
く
場

合

と
、
主
体
と
な
る
建
物
と
附
属
楼
閣
と
が
一
直
線
上
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
る
場
合

と
が
あ
る
。
い
さ
さ
か
こ
な
れ
な
い
用
語
で
は
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
前
者
を

「
」
字
形
配
置
」
、
後
者
を
「
1
字
形
配
置
」
と
仮
称
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
つ
ま

り
、
楼
閣
附
設
建
築
は
さ
ら
に
、
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
、
1
字
形
配
置
の
楼

閣
附
設
門
、
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
、
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
の
四

種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
長
岡
宮
朝
堂
院
南
門
は
、
こ
の
う
ち
の

「
」
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
」
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

0
平
安
京
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築

（
1
）
開
放
さ
れ
た
平
安
宮
大
極
殿

　
平
安
宮
朝
堂
院
は
、
複
廊
に
よ
っ
て
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
長
岡
宮
ま
で
の
都
城

に
お
い
て
は
、
朝
堂
院
の
諸
堂
と
大
極
殿
と
の
間
は
閤
門
を
持
つ
東
西
回
廊
に
よ
っ

て

遮
断
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
朝
堂
院
の
北
端
が
大
極
殿
院
と
い
う
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閉
ざ
さ
れ
た
空
間
を
形
づ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
安
宮
朝
堂

院
の
場
合
、
朝
堂
院
諸
堂
と
大
極
殿
の
間
は
龍
尾
壇
（
龍
尾
道
）
と
い
う
段
差
に
よ
っ

て

区
切
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
平
安
宮
大
極
殿
が
そ
れ
以
前
の
都
城
と
異

な
っ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
点
は
、
大
極
殿
の
東
西
に
軒
廊
が
と
り
つ
き
、
さ
ら
に

そ
れ
は
朝
堂
院
の
外
郭
回
廊
へ
と
連
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
宮
、
前
期
難

波

宮
、
後
期
難
波
宮
、
恭
仁
宮
、
平
城
宮
の
場
合
、
大
極
殿
は
ま
っ
た
く
独
立
し
た

建
築
物
で
あ
っ
た
。
長
岡
宮
で
は
、
大
極
殿
と
大
極
殿
後
殿
（
平
安
宮
に
お
け
る
小

安
殿
に
相
当
す
る
建
物
）
と
の
問
は
廊
で
結
ば
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
大
極
殿
自
体

に
東
西
の
軒
廊
が
と
り
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
平
安
宮
が
こ
う
し
た
構
造
を
と
っ
た
結
果
、
平
安
宮
の
大
極
殿
と
朝
堂
院
と
の
関

係
は
、
他
の
都
城
に
比
べ
て
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
平
城
宮
の
場
合
、

天
皇
は
し
ば
し
ば
大
極
殿
前
面
の
閤
門
に
出
御
し
て
儀
式
を
主
宰
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
「
天
皇
御
・
重
閤
門
、
賜
宴
文
武
百
官
井
隼
人
蝦
夷
」
（
『
続
日
本
紀
』
和

銅
三
年
正
月
一
六
日
条
）
、
「
天
皇
御
二
大
極
殿
閤
門
一
、
賜
宴
於
五
位
已
上
’
、
宴
詑

賜
レ
禄
有
レ
差
」
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
二
年
正
月
一
六
日
条
）
、
「
饗
二
大
隅
薩
摩
隼
人
等

於
朝
堂
、
其
儀
如
レ
常
、
天
皇
御
二
閤
門
一
而
臨
観
、
詔
進
レ
階
賜
レ
物
各
有
レ
差
」
（
『
続
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

本
紀
』
延
暦
二
年
正
月
二
八
日
条
）
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
城
宮
で
は

大
極
殿

は
朝
堂
院
諸
堂
と
隔
絶
さ
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
儀
式
の
種
類
に
よ
っ
て
は

天
皇
が
大
極
殿
を
離
れ
、
大
極
殿
院
閤
門
ま
で
出
御
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
。
橋
本
義
則
は
こ
う
し
た
形
式
の
儀
式
を
「
閤
門
出
御
型
」
と
呼
ん
で
い
る
。

一
方
、
平
安
宮
に
お
い
て
は
、
大
極
殿
は
朝
堂
院
諸
堂
に
対
し
て
開
放
さ
れ
て
い
た

し
、
龍
尾
壇
の
壇
上
は
実
質
的
に
は
大
極
殿
の
南
庭
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と

に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
極
殿
に
出
御
す
る
天
皇
は
、
朝
堂
院
諸
堂
に
居
並

ん

だ

貴
族
・
官
人
た
ち
と
、
常
に
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
平
安
宮
大
極
殿
と
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼

平
安
宮
の
大
極
殿
の
左
右
に
は
、
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼
と
い
う
ふ
た
つ
の
楼
閣
が
築

鷲
胆

f／蚕“鰺泌〃韮
図1　長岡宮朝堂院南門復元図（註2文献に拠る）
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か
れ
て

い

た
。
朝
堂
院
外
郭
回
廊
の
屈
曲
部
を
利
用
し
て
楼
閣
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
平
安
宮
の
場
合
に
は
大
極
殿
東
西
の
軒
廊
が
朝
堂
院
外
郭
回
廊
に
取
り
付
い
て

い

る
た
め
、
ち
ょ
う
ど
大
極
殿
の
左
右
に
平
面
L
字
形
の
翼
廊
が
広
が
り
、
そ
の
先

端

に
楼
閣
が
附
設
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
外
見
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

平
安
宮
大
極
殿
は
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
に
分
類
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ

・
つ
。

　
平
安
宮
大
極
殿
の
附
属
楼
閣
で
あ
る
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
案
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
る

こ
と
に
し
よ
う
（
図
2
）
。

　
【
第
一
案
】
　
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼
の
構
造
を
知
る
た
め
の
最
重
要
な
資
料
は
、
平
安

時
代
末
期
に
後
白
河
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
年
中
行
事
絵
巻
』
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
の
原
本
は
江
戸
時
代
初
期
に
焼
失
し
た
け
れ
ど
も
、
幸
い
な
こ
と
に
焼
失

直
前
の
段
階
に
描
か
れ
た
精
密
な
模
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
形
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
巻
七
「
御
斎
会
」
に
、
二
ヶ
所
に
わ
た
っ
て
大
極

殿
、
同
軒
廊
、
朝
堂
院
外
郭
廊
、
蒼
龍
楼
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ

こ
に
見
る
蒼
龍
楼
は
朝
堂
院
外
郭
回
廊
の
屈
曲
部
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
そ
の
屋
根

の
上
に

楼

閣
だ
け
を
載
せ
た
も
の
で
あ
り
、
独
立
し
た
建
造
物
で
は
な
い
（
図
2
－

1
）
。
こ
の
案
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
と
い
う
明
確
な
根
拠
を
持
っ
て
い
る
点
で
捨
て

が

た
い
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
図
で
は
梁
間
二
間
の
複
廊
の
屈
曲
部
を

利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
附
設
さ
れ
た
蒼
龍
楼
は
一
辺
三
間
の
構

造
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
建
築
的
に
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
【
第
二
案
】
　
江
戸
時
代
後
期
に
あ
っ
て
平
安
京
研
究
の
集
大
成
を
な
し
と
げ
た
固

禅
入
道
・
藤
原
（
裏
松
）
光
世
は
『
大
内
裏
図
考
讃
』
（
巻
第
三
）
の
中
で
蒼
龍
楼
・

白
虎
楼
を
そ
れ
ぞ
れ
二
間
四
面
庇
（
一
辺
が
四
間
）
と
す
る
復
元
案
を
提
示
し
た
（
図

2
－
2
）
。
こ
の
場
合
、
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
一
辺
三
問
と
い
う
描
き
方
と
は
齪
酷

が
で
て

く
る
け
れ
ど
も
、
固
禅
は
「
年
中
行
事
画
所
図
、
蓋
後
世
簡
略
制
　
」
と
推

定
し
て
い
る
。
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
朝
堂
院
は
後
三
条
天
皇
が
延
久
四
年

（
一
〇

七

二
）
に
再
建
し
た
第
三
次
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
固
禅
説
で
は
平
安
宮
朝
堂

院
が
焼
亡
と
再
建
を
繰
り
返
す
中
で
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼
も
設
計
変
更
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
案
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
平
安
宮
朝
堂
院
の

一
部
を
縮
小
復
元
し
て
建
設
さ
れ
た
平
安
神
宮
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
我
々
に
は
な

じ
み
が
深
い
（
図
4
）
。
建
築
的
に
も
最
も
見
栄
え
が
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
『
年

中
行
事
絵
巻
』
の
描
写
と
の
相
違
を
時
代
に
よ
る
変
化
と
し
て
説
明
す
る
固
禅
の
意

見
も
傾
聴
に
値
す
る
。
た
だ
、
一
方
で
は
こ
の
案
の
根
拠
は
固
禅
の
推
定
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
点
で
確
証
に
欠
け
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。

　
【
第
三
案
】
　
陽
明
文
庫
本
『
宮
城
図
』
や
九
条
家
本
『
延
喜
式
　
付
図
』
と
い
っ

た
現
存
最
古
の
平
安
宮
指
図
は
、
蒼
龍
楼
・
白
虎
楼
の
基
壇
の
南
辺
と
側
辺
と
は
朝

堂

院
外
郭
回
廊
の
延
長
線
に
揃
え
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
北
東
角
だ
け
は
朝
堂
院
外

郭
回
廊
基
壇
か
ら
わ
ず
か
に
は
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
描
写
を

重
視
し
た
上
で
、
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
描
写
に
拠
っ
て
附
属
楼
閣
の
一
辺
を
三
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
復
元
し
た
の
が
図
2
－
2
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
に
は
朝
堂
院
外
郭
回

廊
の
屋
根
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
附
属
楼
閣
と
す
る
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
描
写
の

よ
う
な
建
物
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
附
属
楼
閣
は
あ
く
ま
で

独
立

し
た
建
物
と
な
り
、
そ
の
一
層
目
の
屋
根
は
回
廊
の
屋
根
の
さ
ら
に
上
に
覆
い

被

さ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
層
目
の
屋
根
の
内
側
の
辺
（
蒼
龍
楼
の

南
辺
と
西
辺
、
白
虎
楼
の
南
辺
と
東
辺
）
が
回
廊
の
内
側
の
辺
と
揃
う
点
で
、
第
二

案
と
は
相
違
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
描
写
と
や
や
異
な
る
こ
と
が

気
が
か
り
で
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
こ
の
第
三
案
に
成
立
の
可
能
性
を
認
め
て
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヱ

た
い
と
思
う
（
図
6
）
。
梶
川
敏
夫
に
よ
る
平
安
宮
大
極
殿
復
元
鳥
鰍
図
（
図
5
）
に

は
、
こ
の
案
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
平
安
宮
朝
堂
院
応
天
門

　
平
安
宮
朝
堂
院
で
は
、
そ
の
正
門
で
あ
る
応
天
門
に
も
楼
閣
が
附
設
さ
れ
て
い
た
。

東
の
栖
鳳
楼

（棲
鳳
楼
）
と
西
の
翔
鷹
楼
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
門
の
左
右
に
延
び
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購、

図3　『年中行事絵巻』にみる平安宮蒼龍楼

　第1案
（『年中行事絵巻』）

　　第2案
（裏松固禅、平安神宮）

口

図2　平安宮蒼龍楼復元諸案

（白虎楼はこれに倣う）（山田作図）

第3案
（山田試案）

図5　平安宮大極殿・蒼龍楼・白虎楼復元図（梶川敏夫作画） 図4　平安神宮蒼龍楼
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山田邦和［桓武朝における楼閣附設建築］

た
翼
廊
の
先
端
に
附
設
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
応
天
門
は
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門

だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
応
天
門
の
構
造
を
知
る
史
料
は
、
陽
明
文
庫
本
『
宮
城
図
』

や
九
条
家
本
『
延
喜
式
　
付
図
』
と
い
っ
た
平
安
宮
指
図
と
、
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
と

が

あ
る
。
後
者
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
「
応
天
門
の
変
」
で
炎
上
す
る
同
門

を
描
い
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
翔
鷲
楼
の
屋
根
の
一
部
が
火
焔
の
中
に
わ
ず
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

見
え
る
に
と
ど
ま
り
、
細
部
の
構
造
な
ど
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
な
お
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
出
版
さ
れ
た
湯
本
文
彦
の
『
平
安
通
志
』
は
、

付

図
と
し
て
「
大
極
殿
全
図
」
と
題
し
た
平
安
宮
朝
堂
院
の
復
元
鳥
鰍
図
を
載
せ
て

い

る
。
そ
こ
で
は
、
応
天
門
の
翼
廊
が
重
層
の
閣
廊
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。
面

白
い
案
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
宮
殿
建
築
と
し
て
は
突
飛
に
す
ぎ
よ
う
。

（
4
）
平
安
宮
豊
楽
殿
と
露
景
楼
・
栖
霞
楼

　
豊
楽
院
は
平
安
宮
朝
堂
院
の
東
隣
に
位
置
し
、
宴
を
催
す
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
。

そ
の
正
殿
が
豊
楽
殿
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
東
西
に
軒
廊
を
延
ば
し
、
そ
こ
に
書
景

楼

（西
）
と
栖
霞
楼
（
東
）
と
い
う
ふ
た
つ
の
楼
閣
を
附
設
し
て
い
た
。
1
字
形
配

置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
復
元
す
る
た
め
の
根
拠
に
は
乏
し
い
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ

ど
も
、
二
間
四
面
の
正
方
形
の
楼
閣
と
考
え
て
お
き
た
い
（
図
6
）
。

（
5
）
平
安
京
神
泉
苑
乾
臨
閣

　
神
泉
苑
は
平
安
宮
の
南
側
に
存
在
し
た
離
宮
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
は
こ
の
離
宮
が

こ
と
の
ほ
か
気
に
入
っ
て
お
り
、
在
位
中
に
二
七
回
に
お
よ
ぶ
行
幸
を
く
り
か
え
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て

い

る
。
太
田
静
六
の
復
元
研
究
に
よ
る
と
、
神
泉
苑
の
正
殿
は
乾
臨
閣
と
呼
ば
れ

た
重
層
の
殿
堂
で
あ
り
、
そ
の
左
右
に
は
軒
廊
が
取
り
付
き
、
そ
こ
に
左
閣
と
右
閣

と
い
う
楼
閣
建
築
が
附
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
ふ
た
つ
の
楼
閣
か
ら
は
さ
ら
に
廊
が

南
方
に
延
び
、
そ
の
先
端
が
池
に
突
き
出
す
と
こ
ろ
に
東
西
の
釣
台
が
付
け
ら
れ
て

い

た
と
い
う
（
図
7
）
。
L
字
形
配
置
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
楼
閣
と
の
関
係
で

見

る
な
ら
ば
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
と
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
神
泉
苑
の

事
例
か
ら
は
、
平
安
京
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
は
平
安
宮
だ
け
で
は
な
く
、

に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

②
そ
の
余
の
都
城
に
お
け
る
類
似
例

離
宮

　
平
城
宮
に
お
い
て
は
、
「
第
一
次
大
極
殿
（
中
央
区
大
極
殿
）
」
の
大
極
殿
院
南
門

が
楼
閣
附
設
門
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
門
の
東
西
の
回
廊
に
桁
行
五
間
・
梁
間
三

間
の
東
西
棟
建
物
が
附
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
重
層
の
楼
閣
建
築
で
あ
っ
た
と
推

　
　
　
　
　
（
1
2
）

定
さ
れ
て
い
る
（
図
8
右
）
。
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
で
あ
る
。
神
亀
元
年
か
ら

天

平
初
年
頃
の
平
城
宮
の
改
築
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
平
城
宮
で
は
天
皇
が
大
極
殿
院
閤
門
に
立
つ
「
閤
門
出
御

型
」
の
儀
式
が
し
ば
し
ば
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
と
な
つ
た
大

極
殿
院
閤
門
は
こ
う
し
た
附
属
楼
閣
に
よ
っ
て
荘
厳
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
楼
閣
附
設
建
築
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
前
期
難
波
宮
の
内
裏
南
門
の

左
右

に
造
ら
れ
た
入
角
殿
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
内
裏
南
門
の
左

右

に
回
廊
で
囲
ま
れ
た
方
形
の
区
画
を
設
け
、
そ
の
中
央
に
八
角
殿
を
配
置
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
う
、
日
本
の
都
城
と
し
て
は
他
に
類
を
見
な
い
建
築
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
（
図

8
左
）
。
こ
の
場
合
に
は
門
と
八
角
殿
が
直
接
連
結
さ
れ
て
い
な
い
点
で
楼
閣
附
設
建

築
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
、
こ
の
八
角
殿
は
重
層
建
築
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
前
期
難
波
宮
の
内
裏
南
門
は
、
少
な
く
と
も
外
見
的

に
は
楼
閣
附
設
門
と
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
立
場
か
ら
す
る
と
こ
の
八
角

殿
を
わ
が
古
代
都
城
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
の
プ
レ
・
タ
イ
プ
と
評
価
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
八
角
殿
を
め
ぐ
っ
て
仏
殿
説
、
儒
教
・
道
教

由
来
説
、
鐘
楼
・
鼓
楼
説
、
須
弥
山
・
香
闇
堀
山
模
倣
説
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
が

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

林
立

し
て
き
た
経
過
を
考
え
る
と
、
判
断
に
迷
う
。
し
た
が
っ
て
、
今
は
楼
閣
附
設

建
築
と
の
類
似
性
だ
け
を
指
摘
し
、
後
考
に
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。
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図8　前期難波宮（左）と平城宮第一次大極殿院（右）

③
中
国
都
城
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築

（
1
）
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
の
系
譜

　

中
国
古
代
の
大
規
模
な
邸
宅
に
お
い
て
は
、
そ
の
門
の
左
右
に
一
対
ま
た
は
そ
れ

以
上
の
楼

閣
を
附
設
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
「
門
閥
」
の
用

語
で
呼
ば
れ

た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
建
築
の
風
は
す
で
に
春
秋

時
代
に
は
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
漢
代
に
い
た
っ
て
は
か
な
り
の
普
及
を

み

た
こ
と
が
中
国
各
地
の
漢
墓
の
画
像
石
に
描
か
れ
た
建
築
図
に
よ
っ
て
知
ら
れ

ヨお
へる
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
の
用
語
に
従
う
な
ら
ば
、
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
に
該

当
す
る
こ
と
に
な
る
。
都
城
を
始
め
と
す
る
城
郭
都
市
に
こ
う
し
た
門
闘
が
採
用
さ

れ

て

い

た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
考
占
学
的
知
見
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

甘
粛
省
麦
積
山
石
窟
の
魏
（
北
魏
）
代
の
壁
画
に
は
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
を

持
つ
城
郭
都
市
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
9
）
、
こ
の
時
代
に
こ
う
し
た
形
式
の

楼

閣
附
設
建
築
が
実
在
し
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門

　
中
国
に
お
け
る
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
と
し
て
は
、
北
京
城
の
紫
禁
城
（
故

宮
、
宮
城
）
の
正
門
で
あ
る
午
門
に
そ
の
完
成
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
・
清

代
の
北
京
城
は
北
側
の
内
城
（
京
城
）
と
南
側
の
外
城
（
天
壇
・
祈
年
殿
な
ど
が
配

置
さ
れ
た
部
分
）
に
大
別
さ
れ
て
い
た
。
都
市
の
中
核
で
あ
る
内
城
は
、
そ
の
中
央

に

皇

城
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
紫
禁
城
を
置
く
と
い
う
三
重
の
構
造
を
基
本
形
と
し
て

　
　
　
　
い

た
。
正
門
は
そ
れ
ぞ
れ
、
外
城
が
永
定
門
、
内
城
が
正
陽
門
、
皇
城
が
天
安
門
（
承

天

門
）
、
紫
禁
城
が
午
門
で
あ
る
。
こ
の
午
門
は
、
左
右
に
平
面
L
字
形
の
翼
廊
を
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ば

し
、
そ
こ
に
合
計
四
基
の
二
層
楼
閣
を
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
9
∀
。
こ
う

し
た
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
は
、
明
代
の
南
京
城
の
宮
城
や
明
代
の
中
都
城
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　　　河南高■石憧、北家（？）

　　　　北京市故宮午門
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図9　中国における楼閣附設建築（註15文献に拠る）
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め
　

（現
・
安
徽
省
鳳
陽
県
城
）
の
大
内
の
そ
れ
ぞ
れ
正
門
で
あ
る
午
門
、
元
代
の
大
都
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

（現
・
北
京
市
）
の
宮
城
の
正
門
で
あ
る
崇
天
門
で
も
そ
れ
ぞ
れ
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図

1
0
）
。（

3
）
唐
洛
陽
城
応
天
門

　
中
国
都
城
に
お
け
る
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
の
源
流
は
、
現
状
の
知
見
で
見

る
限
り
で
は
、
惰
唐
の
東
都
・
洛
陽
城
の
応
天
門
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
周
知
の
よ
う
に
洛
陽
城
は
外
郭
城
と
内
城
の
二
重
構
造
を
呈
し
て
お
り
、
外
郭

城
の
北
西
部
に
内
城
を
置
く
、
「
北
開
型
」
の
変
形
と
も
い
え
る
タ
イ
プ
の
都
城
で
あ

る
。
内
城
は
、
北
端
の
陶
光
園
・
園
壁
城
、
中
央
の
宮
城
、
南
端
の
皇
城
か
ら
な
っ

て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
門
は
、
外
城
が
定
鼎
門
、
皇
城
が
端
門
、
宮
城
が
応
天
門

（則
天

門
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
図
1
1
）
。
宮
城
の
正
門
で
あ
る
応
天
門
の
遺
構
は
、

現
在
の

洛
陽
市
街
地
の
中
心
道
路
で
あ
る
定
鼎
南
路
に
よ
っ
て
東
西
に
分
断
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い

る
。
門
跡
の
西
半
部
は
一
九
八
〇
年
に
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
に
よ
っ
て
、
ま
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

半
部

は
一
九
九
↓
年
に
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
掘
調

査

さ
れ
た
。
調
査
の
成
果
に
よ
る
と
応
天
門
は
、
門
の
東
西
に
平
面
L
字
形
の
「
飛

廊
」
（
翼
廊
）
を
延
ば
し
、
そ
の
角
の
部
分
に
「
角
楼
」
を
配
し
、
ま
た
先
端
部
に
は

「
闘
楼
」
を
附
設
す
る
と
い
う
、
こ
こ
で
い
う
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
の
典
型
的

な
形
態
を
示
し
て
い
る
（
図
1
2
）
。
そ
れ
は
、
『
元
河
南
志
』
が
応
天
門
に
つ
い
て
「
左

右
連
闘
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
応
天
門
の
遺
構
の
東
半
部
は
、
現

在
も
洛
陽
の
市
街
地
の
中
に
史
跡
公
園
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
し
（
図
1
3
）
、
ま
た

定
鼎
南
路
の
歩
道
上
に
は
応
天
門
に
使
わ
れ
て
い
た
礎
石
が
露
出
し
て
い
る
の
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
4
）
。

　
洛
陽
城
に
応
天
門
（
惰
代
に
は
則
天
門
）
が
築
か
れ
た
の
は
、
惰
の
大
業
元
年
（
⊥
ハ

〇

五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
よ
う
な
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
の
建
築

は
、
惰
代
に
は
す
で
に
都
城
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
洛
陽
城
に
お
い
て
は
い
く
つ
も
都
城
の
門
の
遺
構
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
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図10　明清代の宮城の「午門」（左：明南京城、中：明中都城、右：清紫禁城〈故宮〉）
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図12晴唐洛陽城応天門跡（左：西半部〈縮尺不明〉、右：東半部）

図14　晴唐洛陽城応天門跡の礎石山田撮影） 図13　惰唐洛陽城応天門跡（lll田撮影）
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い

る
　
　
洛
陽
城
外
郭
城
の
正
門
で
あ
る
定
鼎
門
、
内
城
の
圓
壁
城
の
正
門
で
あ
る

圓
壁
南
門
、
内
城
東
城
の
東
門
で
あ
る
宣
仁
門
、
含
嘉
倉
城
の
北
門
で
あ
る
徳
猷
門
、

外
郭
城
東
壁
の
南
端
の
永
通
門
な
ど
　
　
け
れ
ど
も
、
楼
閣
を
附
設
す
る
門
は
応
天

門
が
唯
一
の
例
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
惰
唐
洛
陽
城
に
お
い
て
楼
閣
附
設
門
と

は
、
宮
城
の
正
門
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
4
）
楼
閣
附
設
門
と
し
て
の
唐
長
安
城
承
天
門

　
惰
・
唐
の
事
実
上
の
正
都
で
あ
っ
た
長
安
城
（
惰
代
に
は
大
興
城
）
で
は
、
都
城

の

中
央
北
端
に
内
城
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
北
半
部
の
宮
城
（
太
極
宮
）
と
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

半
部
の
皇
城
と
に
分
か
れ
て
い
た
（
図
1
5
）
。
前
者
が
皇
帝
お
よ
び
そ
の
家
族
の
居
住

所
、
後
者
が
官
庁
街
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
の
両
者
は
、

「
横
街
」
と
呼
ば
れ
る
幅
一
五
〇
m
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
道
路
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い

た
。　

惰
唐
長
安
城
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
門
の
遺
構
が
調
査
さ
れ
て
い

る
。
外
郭
城
と
し
て
は
、
正
門
で
あ
る
明
徳
門
を
始
め
と
し
て
、
春
明
門
・
延
興
門
・

啓
夏
門
・
安
化
門
・
金
光
門
・
延
平
門
な
ど
、
大
明
宮
と
し
て
は
丹
鳳
門
・
玄
武
門
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
3
）

銀
漢
門
な
ど
、
皇
城
と
し
て
は
含
光
門
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

う
ち
に
は
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
楼
閣
附
設
門
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
長
安
城
に
楼
閣
附
設
門
が
無
か
っ
た
と
速
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
唐
長
安
城
の
太
極
宮
（
宮
城
）

の
正

門
で
あ
る
承
天
門
は
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
門
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
い
の

で
あ
る
。

　
承
天

門
は
太
極
宮
の
南
壁
に
開
け
ら
れ
た
門
で
あ
る
が
、
こ
の
城
壁
跡
は
「
西
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

台
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
西
安
市
の
市
街
地
内
に
わ
ず
か
な
高
ま
り
が
一
直
線
に

伸
び
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
6
）
。
承
天
門
が
こ
の
遺
構
の
ラ
イ
ン
の

東
延
長
線
上
に
載
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
承
天
門
の
跡
地
は
現
在
の
蓬
湖
公

園
（
図
1
7
）
の
南
端
部
で
、
同
公
園
内
に
造
ら
れ
た
蓬
湖
と
い
う
池
の
南
岸
付
近
に

あ
た
っ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
お
こ
な
わ
れ
た
唐
長
安
城
の
広
域
調
査
で

は
、
承
天
門
跡
の
遺
構
の
大
部
分
は
公
園
の
造
成
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、

わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
部
分
か
ら
、
こ
の
門
が
三
条
以
上
の
門
道
を
持
っ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
（
2
5
）

が
知
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
の
調
査
報
告
で
は
承
天
門
に
附
属
楼
閣
が
存
在
し

た
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
は
承
天
門
を
楼
閣
附
設
建
築
と
す
る
私
説

は

成
立
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
広
域
調
査
の
方
法
は
ほ

と
ん
ど
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
あ
り
、
承
天
門
跡
に
つ
い
て
の
知
見
も
同
じ
方
法
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は

広
範
囲
に
わ
た
る
遺
跡
の
概
略
を
う
か
が
う
た
め
に
は
有
効
な
方
法
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
遺
跡
の
細
部
の
把
握
と
い
う
点
で
は
発
掘
調
査
に
は
と
う
て
い
及
ば
ず
、
常
に

不
確
定
要
素
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
報
告
は
あ
ま
り
に
も
記
述

が
簡
略
で
あ
り
、
遺
跡
の
ど
の
部
分
を
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
探
索
し
た
か
と
い
う

基
礎
的
情
報
さ
え
も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代

の

調
査

に
よ
っ
て
承
天
門
の
構
造
が
確
定
し
た
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
ま
だ
ま
だ
議
論
を
積
み
重
ね
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
承
天

門
の
考
古
学
的
調
査
の
情
報
に
不
確
定
要
素
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
そ
の
復
元
研
究
に
お
い
て
重
要
な
比
較
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

唐
洛
陽
城
の
応
天
門
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
唐
は
事
実
上
の
正
都
長
安
（
西
京
）
の

他

に
洛
陽
（
東
都
）
と
太
原
（
北
京
）
を
も
副
都
と
す
る
複
都
制
を
採
っ
て
お
り
、

洛
陽
や
太
原
に
も
長
安
に
準
じ
た
構
造
の
宮
殿
を
置
く
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
長
安
と
洛
陽
の
都
城
の
基
本
構
造
を
比
較
し
て
み
る
と
、

宮
城
正
殿

太 長

極 安

　殿

　1

の含

城

時元 洛
代殿 陽
に　＿ 城
は　周

明く
堂武
） 周

〉
の
白

王帝
・

則

天
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宮
城
中
門

宮
城
正
門

皇
城
正
門

外
郭
城
正
門

と
い
う
対
応
関
係
が
成
り
立
つ
。

に
該
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ

て

い

る
事
例
と
し
て
長
安
城
の
正
門
で
あ
る
明
徳
門
と
洛
陽
城
の
正
門
で
あ
る
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

鼎

門
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
五
条
の
門
道
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

は

三

条
の
門
道
を
持
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正

都
で
あ
る
長
安
城
の
建
造
物
が
副
都
で
あ
る
洛
陽
城
の
そ
れ
に
対
し
て
優
越
し
た
格

式
を
保
っ
て
い
た
と
推
測
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
洛
陽
の
応
天
門
が

楼
閣
附
設
門
の
形
態
を
採
っ
て
い
た
以
上
、
長
安
の
承
天
門
は
そ
れ
と
同
等
か
ま
た

は

そ
れ
以
上
の
格
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の

点
で
は
、
承
天
門
が
楼
閣
附
設
門
で
あ
っ
た
と
す
る
私
説
は
充
分
に
成
立
の
余
地

が
あ
る
と
思
う
。

　
そ
も
そ
も
、
承
天
門
は
皇
帝
の
正
座
で
あ
る
太
極
宮
（
宮
城
）
の
正
門
と
し
て
、

他
の

門
と
は
違
っ
た
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

承
天

門
は
中
国
の
宮
廷
の
区
分
法
で
あ
る
「
三
朝
制
」
に
お
い
て
「
外
朝
」
に
宛
て

ら
れ
て
い
た
。
『
大
唐
⊥
ハ
典
』
巻
七
「
尚
書
工
部
」
は
「
宮
城
在
皇
城
之
北
、
南
面
三

門
、
中
日
承
天
、
（
中
略
）
若
元
正
、
冬
至
、
大
陳
設
燕
會
、
赦
過
宥
罪
、
除
奮
布
新
、

受
萬
國
朝
賀
四
夷
之
賓
客
、
則
御
承
天
門
以
聴
政
」
と
説
い
て
い
る
し
、
徐
松
の
『
唐

両
京
城
坊
孜
』
巻
之
一
も
こ
れ
を
受
け
て
「
宮
城
、
亦
日
西
内
、
其
正
牙
日
太
極
殿
。

城
之
南
面
五

門
、
正
南
承
天
門
。
若
元
正
、
冬
至
、
陳
樂
設
宴
會
、
赦
宥
罪
、
除
奮

布
新
、
當
萬
國
朝
貢
使
者
、
四
夷
賓
客
、
則
御
承
天
門
以
聴
政
」
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
承
天
門
に
お
い
て
は
、
正
月
元
旦
や
冬
至
の
賀
、
罪
人
へ
の
減
刑
、
罪

の

赦
免
、
外
国
使
節
の
謁
見
な
ど
の
儀
式
が
皇
帝
の
臨
御
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た

太
極
門
　
ー
　
乾
元
門

承
天
門
　
ー
　
応
天
門

朱
雀

門
　
ー
　
端
門

明
徳
門
ー
定
鼎
門

　
　
つ

ま
り
、
長
安
城
の
承
天
門
は
洛
陽
城
の
応
天
門

　

こ
れ
ら
の
門
の
中
で
正
式
な
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

ユ69
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の

で

あ
る
。
こ
う
し
た
儀
礼
用
の
門
は
そ
の
上
部
構
造
と
し
て
門
楼
を
持
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
＞

か

ら
、
皇
帝
は
そ
の
門
楼
に
出
御
し
て
儀
式
を
主
宰
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
承
天
門
の
南
側
に
は
、
「
横
街
」
と
呼
ば
れ
る
幅
一
五
〇
m
の
広
大
な
道
路
が
東
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

に
貫
通
し
て
い
た
。
佐
藤
全
敏
や
渡
辺
信
一
郎
は
、
承
天
門
の
正
面
の
横
街
に
は
官

僚
の

朝
政
機
関
で
あ
る
朝
堂
が
建
っ
て
い
た
と
い
う
重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
て

い

る
。
渡
辺
は
「
朝
堂
も
、
上
表
・
訴
訟
受
理
な
ど
を
つ
う
じ
て
社
会
と
の
接
点
の

役
割
を
演
じ
た
。
官
僚
の
宮
中
朝
参
・
儀
礼
参
加
の
集
合
・
待
機
所
、
六
品
以
下
官

僚
に
対
す
る
下
賜
の
場
、
高
級
官
僚
任
命
伝
達
の
場
で
も
あ
り
、
皇
帝
の
朝
政
の
場

で

あ
る
宮
城
と
官
僚
が
行
政
を
執
行
す
る
場
と
し
て
の
皇
城
と
を
結
ぶ
接
点
の
役
割

を
も
果
た
し
た
。
朝
堂
の
機
能
は
、
六
朝
期
の
公
卿
議
政
の
場
か
ら
、
皇
帝
の
一
元

的
朝
政
が
全
社
会
へ
向
か
っ
て
発
出
す
る
窓
ロ
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
宮
城
正

面
の
前

に
朝
堂
が
位
置
し
た
こ
と
は
意
味
が
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
承
天
門
・
朝
堂
そ
し
て
横
街
は
単
な
る
門
や
通
行
路
と
い
う
と
こ
ろ
に

は
と
ど
ま
ら
ず
、
皇
帝
の
権
威
を
具
現
化
し
、
そ
れ
を
社
会
に
発
信
す
る
た
め
の
壮

大
な
舞
台
装
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
承
天
門
の
位
置
づ
け
か
ら
す
る
と
、

そ
の
構
造
と
し
て
私
説
の
よ
う
に
壮
大
な
楼
閣
附
設
門
を
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
荒

唐
無
稽
な
憶
説
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
長
安
城
大
明
宮
の
含
元
殿

　
長
安
城
太
極
宮
の
承
天
門
が
門
閾
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
ス

ム

ー
ス
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
長
安
城
に
存
在
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
宮

殿
で

あ
っ
た
大
明
宮
の
構
造
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
大
明
宮
は
、
唐
の
三
代
皇
帝

高
宗
李
治
の
時
代
以
降
は
皇
帝
の
実
質
上
の
正
宮
と
な
っ
て
お
り
、
本
来
の
宮
城
で

あ
る
太
極
宮
に
対
し
て
「
東
内
」
と
別
称
さ
れ
て
い
た
。

　
大

明
宮
の
正
殿
は
含
元
殿
で
あ
る
。
大
明
宮
南
半
部
の
低
地
と
中
央
部
の
龍
首
原

と
の
間
に
は
比
高
差
一
〇
m
余
り
の
段
差
が
東
西
に
通
っ
て
お
り
、
含
元
殿
は
こ
の

崖
面

を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い
た
。
含
元
殿
は
幅
約
七
五
・
九
m
、
奥
行
約
四
二
・

三

m
の
基
壇
の

上

に
立
つ
間
口
一
一
間
、
奥
行
四
間
の
巨
大
な
建
築
物
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
龍
首
原
の
南
端
の
崖
面
に
臨
ん
で
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
偉
容
は

ま
す
ま
す
際
だ
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
崖
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
含
元
殿

を
こ
の
よ
う
な
建
築
に
し
た
要
因
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
結
果
、
大
明
宮
に
招
き

入
れ

ら
れ
た
人
々
は
誰
も
が
、
は
る
か
に
仰
ぎ
見
る
含
元
殿
の
壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

改
め

て

大
唐
帝
国
の
威
信
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
含
元
殿
の

建
築
の
最
も
大
き
な
特
色
は
、
正
殿
の
東
西
に
平
面
L
字
形
の
翼
廊

（「飛
廊
」
）
が
延
び
、
そ
の
角
の
部
分
に
は
「
角
楼
」
が
、
ま
た
そ
の
先
端
の
部
分
に

は
二
基
の
楼
閣
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
楼
閣
は
、
東
の
も
の
が
翔
鷲

閣
、
西
の
も
の
が
栖
鳳
閣
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
含
元
殿
は
本
稿
で
い
う

と
こ
ろ
の
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
殿
舎
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
中
国

の

宮
殿
建
築
に
お
い
て
建
築
物
が
楼
閣
を
附
設
す
る
と
い
う
の
は
す
べ
て
門
に
限
ら

れ
て

い

た
。
つ
ま
り
、
含
元
殿
は
中
国
の
都
城
史
上
は
じ
め
て
の
楼
閣
附
設
殿
舎
で

あ
っ
た
。

　
含
元
殿
の
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
は
、
一
九
五
九
年
～
六
〇
年
に
中
国
社
会
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

院
考
古
研
究
所
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
五
年
か
ら
翌
年
に
は
再
度

　
　
　
　
（
3
2
）

の

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
回
目
の
調
査
の
際
の
成
果
で
は
、
含
元
殿
の
前

面

に
は
真
っ
直
ぐ
に
延
び
る
三
本
の
長
大
な
龍
尾
道
が
復
元
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

第
二
回
目
の
調
査
の
後
、
楊
鴻
助
は
龍
尾
道
の
新
た
な
復
元
案
を
公
表
し
、
学
界
に

　
　
　
　
　
（
3
3
）

衝
撃
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
楊
の
新
案
で
は
、
当
初
の
龍
尾
道
は
直
線
的
な
二
本

の
斜
道
で
あ
っ
た
が
そ
の
構
造
は
貧
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
成
亨
元
年
（
六
七
〇
）
に

含
元
殿
の
東
西
両
閣
の
基
壇
側
壁
に
屈
曲
し
な
が
ら
と
り
つ
く
様
式
に
改
築
さ
れ

た
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
説
に
対
し
て
は
、
彼
の
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

て

激

し
い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
ま
た
楊
が
唐
初
期
段
階
の
龍
尾
道
と
し
た
遺
構

に
つ
い
て
は
異
論
が
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
田
中
淡
が
こ
の
遺
構
を
含
元
殿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

前
身
で
あ
っ
た
惰
代
の
観
徳
殿
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
し
、
発
掘

調
査
を
担
当
し
た
安
家
瑠
も
ま
た
龍
尾
道
は
含
元
殿
の
建
設
当
初
か
ら
東
西
両
閣
内
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（
3
6
）

側
に
沿
っ
て
屈
曲
す
る
様
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
解

が
定
ま
ら
な
い
の
は
龍
尾
道
の
下
層
遺
構
…
の
評
価
で
あ
っ
て
、
唐
の
盛
期
の
龍
尾
道

に
つ
い
て
は
屈
曲
様
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
共
通
見
解
が
得
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
、
安
家
瑠
が
論
じ
て
い
る
と
お
り
、
含
元
殿
の
南
側
は
「
唐
の
境
域
が
果

て

し
な
く
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
と
表
現
」
す
る
巨
大
な
「
殿
前
広
場
」
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
確
か
に
そ
れ
は
「
殿
堂
が
高
く
突
出
し
、
広
場
が
広
い
と
い
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

よ
っ
て
、
外
朝
大
典
の
礼
儀
の
需
要
を
満
た
」
す
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
含
元
殿
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
傅
烹
年
、
田
中
淡
と
い
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
門
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
殿
舎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て

い

る
。
た
と
え
ば
田
中
は
、
含
元
殿
が
門
閥
の
か
た
ち
を
と
ど
め
た
建
造
物
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
大
明
宮
の
正
門
と
し
て
の
性
格
と
同
宮
の
正
殿
の
前
殿
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
安
家
堵

は
含
元
殿
を
門
に
相
当
す
る
と
い
う
説
は
こ
の
建
物
の
格
式
を
低
く
し
か
見
な
い
も

の

で

あ
る
と
批
判
し
、
含
元
殿
は
あ
く
ま
で
大
明
宮
の
正
殿
で
あ
り
、
そ
の
最
高
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

建
築
物
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
た
だ
、
含
元
殿
が
門
そ
の
も

の

で

な
い
こ
と
は
一
見
す
る
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
り
、
含
元
殿
が
殿
舎
で
な
い
こ
と

が
主
張

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
安
家
瑠
の
批
判

は
い
さ
さ
か
論
点
が
ず
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
論
じ
た
吉
田
歓
は
、
長
安
城
に
お
け
る
太
極
宮
承
天
門
と

大
明
宮
含
元
殿
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
本
来
な
ら
承
天
門
が
元
日
朝
賀
の
場
な
の
に
現

実

に
は
太
極
殿
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
矛
盾
が
存
在
し
た
。
太
極
殿
で
元
日
朝
賀

が
行
わ
れ
た
の
は
魏
晋
南
北
朝
の
太
極
殿
が
や
は
り
元
日
朝
賀
の
場
で
あ
っ
た
こ
と

に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
た
の
が
大
明

宮
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
承
天
門
に
対
応
す
る
含
元
殿
が
元
日
朝
賀
の
場
と
し
て
使

わ

れ
、
太
極
殿
に
対
応
す
る
宣
政
殿
が
本
来
の
常
朝
・
聴
政
の
場
と
し
て
使
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
矛
盾
を
克
服
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

含
元

殿
は
大
明
宮
の
正
殿
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
造
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
け

れ

ど
も
、
そ
こ
に
は
洛
陽
城
応
天
門
や
長
安
城
承
天
門
の
性
格
の
一
部
が
継
承
さ
れ

て

い

る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
含
元
殿
が
そ
の
左
右
に
翼
廊
お
よ
び

闘
を
附
設
す
る
と
い
う
、
中
国
の
宮
殿
の
殿
舎
建
築
と
し
て
は
き
わ
め
て
異
例
の
構

造

を
採
っ
て
い
る
の
は
、
宮
城
門
か
ら
の
伝
統
が
現
れ
出
た
も
の
で
あ
る
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
6
）
「
三
朝
制
」
と
楼
閣
附
設
建
築

　

こ
う
し
た
対
応
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
図
1
8
に
示
し
た
「
宮
城
理
念

比
較
模
式
図
」
を
見
よ
う
。
中
国
古
代
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
、
宮
廷
を
内
朝
・
中

朝
・
外
朝
に
区
分
す
る
「
三
朝
制
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
吉
田
歓
は
、
同
じ
三

朝
制
と
い
っ
て
も
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
認
識
に
は
変
動
が
あ
る
と
と
も
に
、
実
際
の

宮
廷
の
建
築
物
を
そ
の
ど
れ
に
宛
て
る
か
と
い
う
解
釈
に
も
違
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

た
こ
と
を
あ
と
づ
け
て
い
る
。
吉
田
に
よ
る
と
、
『
周
礼
』
本
文
に
見
ら
れ
る
本
来
的

な
三
朝
制
は
燕
朝
・
治
朝
（
内
朝
）
・
外
朝
の
三
つ
か
ら
な
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
燕

治
外
型
三
朝
制
」
と
概
念
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
後
に
は
こ
れ
が
変
形

し
、
内
朝
（
天
子
の
居
住
の
場
）
・
中
朝
（
聴
政
の
場
）
・
外
朝
（
受
朝
の
場
）
か
ら

な
る
別
の
三
朝
制
（
「
内
中
外
型
三
朝
制
」
）
が
派
生
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
唐
の
時

代

に
は
内
中
外
型
三
朝
制
に
よ
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
に
従
っ
て
整
理
す
る

と
、

外中内
朝朝朝

応含貞 唐
天元観 洛
門殿殿 陽

● 城
宣

政
殿

承太両 唐
天極儀 長
門殿殿 安
● 城
朝 太
堂 極

宮

含宣紫 唐
元政辰 長
殿殿殿 安
● 城
朝 大
堂 明

宮

と
い
う
対
応
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
外
朝
に
宛
て
ら
れ
た
建
築
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
唐
洛
陽
城
の
応
天
門
と
唐
長
安
城
の
承
天
門
は
楼
閣
附
設
門
で
あ
る
か
、
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ま
た
は
そ
う
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
唐
長
安
城
大
明
宮
の
含
元
殿
は
楼
閣
附

設
建
築
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
の
宮
城
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
と
は
、
皇
帝

が
社
会
に
向
け
て
開
い
た
外
朝
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
通
例
と
し
て

は
宮
城
の
正
門
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
明
宮
が
築
造
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
そ

れ

ま
で
宮
城
正
門
と
宮
城
正
殿
と
の
役
割
分
担
が
再
構
築
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
明

宮
の
建
て
ら
れ
た
龍
首
原
と
い
う
地
形
的
な
有
利
さ
を
最
大
限
に
生
か
す
方
策
と
し

て
、
宮
城
正
門
の
役
割
を
継
承
す
る
と
と
も
に
宮
城
正
殿
の
機
能
も
分
担
す
る
ま
っ

た
く
新
し
い
建
築
物
が
生
み
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
が
含
元
殿
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

④
桓
武
朝
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
採
用
の
意
義

（
1
）
唐
長
安
城
太
極
宮
と
長
岡
宮

　
以
上
の

よ
う
に
、
唐
の
都
城
に
お
い
て
は
、
外
朝
の
象
徴
的
な
建
造
物
と
し
て
楼

閣
附
設
建
築
が
営
ま
れ
る
と
い
う
新
た
な
伝
統
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
や
り
か
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
日
本
の
都
城
に
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な

か

っ

た
。
長
岡
京
よ
り
前
の
都
城
で
は
L
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
建
築
が
建
て
ら
れ

る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
し
、
1
字
形
配
置
の
楼
閣
附
設
建
築
ま
で
視
野
を
広

げ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
前
期
平
城
宮
の
大
極
殿
院
（
「
第
一
次
大
極
殿
」
）
の
閤
門

に
そ
の
さ
さ
や
か
な
波
及
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
長
岡
京
造
営
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
朝
堂
院
南
門
は
L
字
形
配
置
の
楼

閣
附
設
建
築
と
し
て
築
か
れ
た
。
こ
う
し
た
建
築
物
が
日
本
の
都
城
に
お
い
て
は
類

例

を
み
な
い
以
上
、
そ
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
唐
の
都
城
の
影
響
を
考
え
ね
ば
な
る

ま
い
。
し
か
も
、
唐
長
安
城
大
明
宮
で
は
含
元
殿
と
い
う
宮
城
の
正
殿
が
L
字
形
配

置
の
楼
閣
附
設
建
築
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
長
岡
宮
大
極
殿
は
楼
閣
附
設
建
築
で

は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
岡
宮
の
朝
堂
院
南
門
を
楼
閣
附
設
建
築
と
す
る
に
際

し
て
そ
の
模
範
と
さ
れ
た
も
の
は
、
当
時
の
唐
皇
帝
の
事
実
上
の
正
宮
で
あ
っ
た
大

明
宮
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
原
型
は
長
安
城
太
極
宮
か
洛

陽
城
宮
城
の
ど
ち
ら
か
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
可
能
性
と
し

て

は
も
と
も
と
の
唐
皇
帝
の
正
宮
で
あ
っ
た
前
者
を
第
一
の
候
補
と
し
て
あ
げ
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

桓
武
天
皇
が
ど
こ
か
ら
こ
の
よ
う
な
着
想
を
得
た
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
理
想
の
も

と
に
こ
う
し
た
唐
突
と
も
見
え
る
よ
う
な
宮
城
の
設
計
を
採
用
し
た
の
か
、
そ
れ
は

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
憶
測
を
加
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

日
本
の
都
城
は
中
国
の
都
城
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
独
自
の
発
達
を
と
げ
て

き
た
。
広
大
な
朝
堂
院
を
宮
城
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
な
ど
は
、
中
国
に
は
見
ら
れ

な
い
日
本
独
自
の
特
色
で
あ
り
、
大
極
殿
と
朝
堂
院
は
中
国
流
に
い
う
聴
政
の
場
と

し
て
の
「
中
朝
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
内
朝
」
に
あ
た
る
内
裏

は
、
前
期
平
城
宮
や
後
期
難
波
宮
の
段
階
に
お
い
て
朝
堂
院
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
独
自
の
地
位
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
子
と
社
会
と

の
結
節
点
に
あ
た
る
「
外
朝
」
は
、
日
本
の
都
城
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
未
発
達
の

ま
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
的
な
都
城
に
「
外
朝
」
を
付
加
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
宮
城
正
門
を
楼
閣
附
設
建
築
と
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
桓
武
天
皇
が
長
岡
宮
朝
堂
院
南
門
を
楼
閣
附
設
建
築
と
し
て

構
想

し
た
の
は
、
単
に
そ
れ
が
長
安
城
承
天
門
や
洛
陽
城
応
天
門
に
見
ら
れ
た
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
。
桓
武
天
皇
は
自
ら
の
新
都
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
構
造
に

本
来
的
な
都
城
の
理
想
を
付
加
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
長
岡
宮
朝
堂
院
南
門
が
あ
え
て
楼
閣
附
設
建
築
と
い
う
形
態
を
採
っ
た
の
は
、

そ
れ
が
中
国
都
城
の
理
想
形
と
し
て
の
「
三
朝
制
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
認
識
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
研
究
に
向
け
た
見
通
し
と
し
て
、
さ
ら
な
る
憶
測
を
重
ね
る
こ
と
を
許
し

て

い

た
だ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
桓
武
天
皇
が
長
岡
宮
の
建
設
に
あ
た
っ
て
中
国
的
な

都
城
の
理
想
を
思
い
描
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
朝
堂
院
南
門
だ
け
で
は
な
く
そ
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の
他
の

部
分

に
も
そ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
た
と
え
ば
、
長
岡
宮
朝
堂
院
南
門
の
南
側
を
東
西
に
貫
く
二
条
大
路
を
見
て

み

よ
う
。
現
行
の
長
岡
京
復
元
案
に
拠
る
と
長
岡
宮
朝
堂
院
の
南
側
は
そ
の
ま
ま
二

条
大
路
に
接
し
て
お
り
、
そ
う
な
る
と
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
朝
堂
院
南
門
の
附
設

楼
閣
は
二
条
大
路
の
路
面
に
突
き
出
し
て
い
た
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
、

わ

が
国
の
都
城
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
例
な
景
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
岡
宮
朝
堂

院
南
門
が
唐
長
安
城
承
天
門
に
倣
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
長
岡
宮
の
前
面
の
二
条

大
路

は
唐
長
安
城
の
「
横
街
」
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
朝
堂
院
南
門
の

翼
廊
と
楼
閣
が
突
き
出
す
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
長
岡
宮
前
面
の
二
条
大
路
は
単
な
る
通
行
路
に
と

ど
ま
ら
ず
、
長
安
の
横
街
に
準
ず
る
特
別
の
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
ま
で

も
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
ま
で
想
像
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

岡
京
の
「
宮
城
南
面
街
区
」
の
北
端
の
街
区
に
つ
い
て
も
、
唐
長
安
城
の
皇
城
に
範

を
採
っ
た
よ
う
な
特
別
区
画
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

（
2
）
唐
長
安
城
大
明
宮
含
元
殿
と
平
安
宮

　
桓
武
天
皇

は
長
岡
京
の
一
〇
年
間
の
後
、
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
一
〇
月
二
八

日
に
平
安
京
に
再
度
の
遷
都
を
お
こ
な
っ
た
。
平
安
宮
の
構
造
の
中
で
注
目
で
き
る

の

は
、
朝
堂
院
正
門
で
あ
る
応
天
門
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
朝
堂
院
の
正
殿
で
あ
る

大
極
殿
が
楼
閣
附
設
建
築
と
し
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
よ
そ
、
宮
殿
の
殿

舎
を
楼
閣
附
設
建
築
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
都
城
は
も
ち
ろ
ん
古

代
中
国
に
お
い
て
も
、
唐
長
安
城
の
大
明
宮
含
元
殿
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
楼
閣
附
設
建
築
の
源
流
と
い
う
一
点
に
論
を
絞
る
な
ら
ば
、

平
安
宮
大
極
殿
の
設
計
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
は
大
明
宮
含
元
殿
の
ほ
か
に
は
あ
り

え
な
い
。
桓
武
天
皇
は
長
岡
宮
の
時
に
は
唐
長
安
城
太
極
宮
に
範
を
求
め
た
の
で

あ
っ
た
が
、
平
安
宮
の
造
営
に
あ
た
っ
て
は
そ
こ
に
さ
ら
に
大
明
宮
の
要
素
を
付
加

し
よ
う
と
試
み
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
長
岡
宮
か
ら
平
安
宮
に
移
る
に
際
し
て
採
用
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
変
更
点
と
し

て
、
前
者
で
は
大
極
殿
が
朝
堂
院
と
隔
絶
し
て
い
て
大
極
殿
院
と
い
う
独
立
区
画
を

持
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
の
大
極
殿
は
朝
堂
院
に
対
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
太
極
宮
の
太
極
殿
に
し
て
も
大
明
宮
の
宣
政
殿
に
し

て

も
、
唐
長
安
城
に
お
け
る
「
中
朝
」
の
建
築
は
宮
城
の
中
央
に
独
立
区
画
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
外
朝
」
の
役
割
を
持
つ
含
元
殿
は
外
部
に
対

し
て
開
放
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
平
安
宮
の
設
計
に
対
し
て
大
明
宮
の
構

造
が
影
響
を
与
え
た
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
平
安
宮
大
極
殿
が

楼
閣
附
設
建
築
と
な
っ
た
こ
と
こ
そ
は
、
新
し
い
都
が
唐
大
明
宮
の
イ
メ
ー
ジ
の
投

影
で
あ
っ
た
こ
と
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
明
宮
含
元
殿
の
建
築
様
式
で
あ
る
楼
閣
附
設
建
築
と
は
、

そ
れ
が
「
外
朝
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
平

安
宮
全
体
の
正
殿
で
あ
る
大
極
殿
に
そ
の
様
式
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
大

明
宮
含
元
殿
の
外
面
的
な
模
倣
に
と
ど
ま
り
、
本
来
の
意
味
づ
け
か
ら
は
か
な
り
離

れ
て

し
ま
う
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
長
岡
宮
朝
堂
院

南
門
や
平
安
宮
応
天
門
を
都
城
の
理
想
形
の
「
外
朝
」
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
こ
と

す
ら
、
ど
れ
ほ
ど
実
態
を
伴
っ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
平
城
宮
の
時
代
に
は
天

皇
が
大
極
殿
院
閤
門
に
出
御
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
桓
武
天
皇
が
長
岡
宮
の
朝
堂

院
南
門
や
平
安
宮
の
応
天
門
の
楼
上
に
出
御
し
た
と
い
う
事
例
を
見
い
だ
す
こ
と
は

で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
平
安
宮
大
極
殿
に
附
設
さ
れ
た
蒼
龍
楼
と
白

虎
楼

に
い
た
っ
て
は
実
効
性
の
あ
る
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
ま
っ
た
く
な

く
、
そ
れ
は
単
な
る
装
飾
だ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
桓
武
天
皇
の
壮
大
な
実
験
も
結
局
は
空
回
り
に
終
わ
っ
た
と
見

る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
見
で
は
そ
れ
は
い
さ
さ
か
一
面
的
な
評

価
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
の
古
代
都
城
が
中
国
都
城
を
理
想
と
し
続
け
て
い
た
こ
と

は
疑
い
の
な
い
事
実
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
基
本
的
な
構
造
は
日
本
の
実
状
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に
合
わ
せ
た
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
の
日
本
人
は
必
要
と
あ
ら
ば
中
国
都
城

の

理
想
や
構
…
造
を
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
も
厭
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
桓
武

天
皇

に
し
て
も
、
長
岡
京
や
平
安
京
の
造
営
に
あ
た
っ
て
中
国
の
都
城
を
そ
の
ま
ま

模
倣

し
た
り
、
ま
た
は
そ
の
忠
実
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
造
る
こ
と
を
第
］
義
に
し
た
と

は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
中
国
の
都
城
の
理
想
と
現
実
の
中
か
ら
、
採
る
べ
き
も

の

は
採
り
、
捨
て
る
べ
き
も
の
は
捨
て
て
、
よ
り
日
本
的
な
理
想
の
都
城
を
追
究
す

る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
桓
武
天
皇
の
意
図
に
近
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
、
中
国
の
都
城
に
見
ら
れ
る
諸
要
素
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
さ
れ
、

取
捨
選
択
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
的
な
構
造
の
も
と
に
再
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
点
で
は
、
長
岡
京
や
平
安
京
に
お
け
る
楼
閣
附
設
建
築
と
は
、
桓
武
天
皇

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
、
新
し
い
都
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
平
安
時
代
中
期
・
後
期
に
は
、
仏
教
寺
院
に
お
い
て
楼
閣
が
幅
広
く
採
用
さ
れ
る

　
　
　
　
（
4
3
）

こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
関
白
藤
原
頼
通
は
極
楽
浄
土
の
優
美
な
姿
を
現
世
に
再

現
せ
ん

と
し
て
、
左
右
に
翼
廊
を
延
ば
し
て
そ
こ
に
角
楼
を
附
設
し
た
宇
治
・
平
等

院
鳳
風
堂
を
建
立
し
た
。
白
河
法
皇
の
法
勝
寺
、
そ
れ
を
模
倣
し
た
奥
州
藤
原
氏
の

平
泉
・
毛
越
寺
な
ど
の
密
教
寺
院
も
ま
た
、
金
堂
の
左
右
に
平
面
L
字
形
の
翼
廊
を

付

け
、
そ
の
先
端
に
は
重
層
の
鐘
楼
・
鼓
楼
や
経
蔵
を
配
置
し
、
楼
閣
附
設
建
築
を

彷
彿

と
さ
せ
る
様
式
を
採
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
寺
院
建
築
は
宮
殿
と

は
ま
っ
た
く
そ
の
意
味
を
異
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
同
列
に
論
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
も
し
、
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
平
安
宮
大
極
殿
が
楼
閣

附
設
建
築
と
い
う
様
式
を
採
ら
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
し
た
寺
院
建
築
も
ま
っ
た
く
別

の
姿
で
現
れ
出
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
桓
武
天
皇
の
創
り
上
げ

た
日
本
的
な
楼
閣
附
設
建
築
は
、
そ
の
後
に
い
た
る
ま
で
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
中
島
信
親
「
長
岡
宮
跡
第
四
三
七
次
（
7
A
N
E
Y
T
ー
＝
地
区
）
～
朝
堂
院
南
面
回
廊
、

　
　
乙

訓
郡
衙
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
（
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
二
集
「
長
岡
京

　
　
跡
ほ
か
」
所
収
、
向
日
、
向
日
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
2
）
　
松
崎
俊
郎
「
長
岡
宮
跡
第
四
四
三
次
（
7
A
N
F
M
K
ー
二
↓
地
区
）
～
朝
堂
院
南
面
回
廊
・

　
　
『
翔
鶯
楼
』
、
乙
訓
郡
衙
跡
、
山
畑
古
墳
群
～
発
掘
調
査
報
告
」
（
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

　
　
告
書
』
第
七
二
集
「
長
岡
京
跡
ほ
か
」
所
収
、
向
日
、
向
日
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）
。

　
　
同
遺
跡
の
実
査
と
検
討
に
つ
い
て
は
、
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
國
下
多
美
樹
・

　
　
松
崎
俊
郎
・
中
島
信
親
各
氏
の
御
配
慮
を
賜
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
3
）
　
林
巳
奈
夫
編
『
漢
代
の
文
物
』
（
京
都
、
京
都
大
学
人
物
科
学
研
究
所
、
↓
九
七
六
年
）
。

（
4
）
　
福
山
敏
男
「
朝
堂
院
概
説
」
（
『
大
極
殿
の
研
究
』
所
収
、
京
都
、
平
安
神
宮
、
一
九
五
五
年
）
。

（
5
）
　
橋
本
義
則
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』
（
東
京
、
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
）
。

（
6
）
　
寺
升
初
代
「
平
安
宮
の
復
元
」
（
『
平
安
京
提
要
』
所
収
、
東
京
、
角
川
書
店
、
↓
九
九
四
年
）
。

（
7
）
　
梶
川
敏
夫
の
復
元
図
は
各
種
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
お
く
。

　
　
京
都
市
企
画
、
村
井
康
彦
編
『
よ
み
が
え
る
平
安
京
』
（
京
都
、
淡
交
社
、
一
九
九
五
年
）
、
二

　
　
五
頁
。

（
8
）
　
松
崎
俊
郎
は
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
に
描
か
れ
た
平
安
宮
応
天
門
翔
鷲
楼
を
、
東
西
方
向
の
棟

　
　
と
南
北
方
向
の
棟
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
、
平
面
「
凸
」
字
形
の
構
造
で
あ
る
と
解
析
し
て
い

　
　
る
。
松
崎
、
註
2
前
掲
論
文
。

（
9
）
　
京
都
市
参
事
会
編
、
角
田
文
衛
解
説
『
平
安
通
志
』
〈
復
刻
版
〉
（
東
京
、
新
人
物
往
来
社
、

　
　
一
九
七
七
年
）
。

（
1
0
）
　
寺
升
、
註
6
前
掲
論
文
。

（
1
1
）
　
太
田
静
六
『
寝
殿
造
の
研
究
』
（
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
↓
九
八
七
年
）
。

（
1
2
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
氾
「
第
一
次
大
極
殿
地
域
の
調
査
」

　
　
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
四
〇
冊
、
奈
良
、
同
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）
。

（
1
3
）
　
大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
難
波
宮
趾
の
研
究
』
第
＝
二
（
大
阪
、
同
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
1
4
）
　
古
市
晃
「
孝
徳
朝
難
波
宮
と
仏
教
世
界
　
前
期
難
波
宮
内
裏
八
角
殿
院
を
中
心
に
ー
」
（
『
大

　
　
阪
に
お
け
る
都
市
の
発
展
と
構
造
』
所
収
、
東
京
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。
中
尾
芳
治

　
　
『
難
波
宮
の
研
究
』
（
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
。

（
1
5
）
　
董
襲
泓
編
『
中
国
城
市
建
設
発
展
史
』
（
台
北
、
明
文
書
局
、
一
九
八
四
年
）
。

（
1
6
）
　
村
田
治
郎
『
中
国
の
帝
都
』
（
京
都
、
綜
芸
舎
、
一
九
八
一
年
）
。

（
1
7
）
　
建
筑
科
学
研
究
院
建
筑
史
編
委
会
組
織
編
、
劉
敦
槙
主
編
『
中
国
古
代
建
筑
史
（
第
二
版
）
』

　
　
（
北
京
、
中
国
建
筑
工
業
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
、
図
一
五
五
ー
二
。

（
1
8
）
　
叶
騎
軍
編
『
中
国
都
城
歴
史
図
録
』
第
三
集
（
蘭
州
、
蘭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
。
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（
1
9
）
　
董
編
、
註
1
5
前
掲
書
。

（
2
0
）
　
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
（
朱
亮
執
筆
）
「
惰
唐
東
都
応
天
門
遺
趾
発
掘
簡
報
」
（
『
中
原
文
物
』
一

　

九

八
八
年
第
三
期
掲
載
、
鄭
州
、
一
九
八
八
年
）
。

（
2
1
）
　
楊
育
彬
・
衰
広
闊
編
『
二
〇
世
紀
河
南
考
古
発
現
与
研
究
』
（
鄭
州
、
中
州
古
籍
出
版
、
一
九

　
　
九
七
年
）
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
図
面
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
日
中
古
代
都
城
図
録
』
（
東

　
　
京
、
ク
バ
プ
ロ
、
二
〇
〇
二
年
）
、
一
七
六
頁
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
2
）
　
図
一
五
の
唐
長
安
城
復
元
図
は
、
か
つ
て
京
都
文
化
博
物
館
編
『
大
唐
長
安
展
』
（
京
都
、
同

　
　
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
安
城
復
元
図

　
　
が
従
来
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
点
の
ひ
と
つ
は
、
中
国
側
研
究
者
の
新
し
い
成
果
（
中
国
美

　
　
術
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
美
術
全
集
』
建
築
藝
術
編
三
　
園
林
建
築
〈
北
京
、
新
華
書
店

　
　
北
京
発
行
所
、
一
九
八
八
年
〉
）
を
参
照
し
、
都
城
の
東
南
端
に
曲
江
池
と
芙
蓉
池
と
い
う
ふ
た

　
　
つ
の
池
が
連
接
し
て
い
る
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
田
中
淡
「
権
力
と
宗
教
の
都
i
宮
殿
・

　
　
仏
寺
・
苑
圃
」
（
『
長
安
－
絢
燗
た
る
唐
の
都
』
所
収
、
東
京
、
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
参

　
　
照
。

（
2
3
）
　
陳
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
唐
長
安
城
地
基
的
初
歩
探
測
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
五
八
年
第

　
　
三
期
　
掲
載
、
北
京
、
一
九
五
八
年
）
。

（
2
4
）
　
「
西
五
台
」
（
長
安
城
宮
城
の
南
城
壁
跡
）
は
、
現
在
の
西
安
市
蓬
湖
区
に
所
在
す
る
。
蓬
湖

　
　
路
の

南
に
東
西
に
延
び
る
狭
い
生
活
道
路
の
南
側
が
五
〇
㎝
～
一
m
程
度
高
ま
っ
て
お
り
、
こ

　
　
れ
が
四
〇
〇
m
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
（
一
九
九
三
年
踏
査
）
。
そ
の
場
所
は
、
西
安
城

　
　
玉
祥
門
の
東
南
方
、
酒
金
橋
小
学
校
の
西
方
、
ホ
テ
ル
・
古
都
文
化
芸
術
大
慶
の
南
側
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
城
発
掘
隊
「
唐
代
長
安
城
考
古
紀
略
」
（
『
考
古
』
一
九
六

　
　
三
年
第
＝
期
掲
載
、
北
京
、
一
九
六
三
年
）
。

（
2
6
）
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
工
作
隊
「
唐
代
長
安
城
明
徳
門
遺
趾
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』

　
　
一
九
七
四
年
第
一
期
掲
載
、
北
京
、
一
九
七
四
年
）
。

（
2
7
）
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
唐
城
隊
・
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
「
定
鼎
門
遺
趾
発
掘
報

　
　
告
」
（
『
考
古
学
報
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
掲
載
、
北
京
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
2
8
）
　
徐
松
（
愛
宕
元
訳
注
）
『
唐
両
京
城
坊
孜
ー
長
安
と
洛
陽
ー
』
（
東
京
、
平
凡
社
、
一
九
九
四

　
　
年
）
、
二
一
頁
。

（
2
9
）
　
佐
藤
全
敏
「
唐
の
朝
堂
に
つ
い
て
」
（
『
難
波
宮
と
日
本
古
代
国
家
』
所
収
、
東
京
、
塙
書
房
、

　
　
一
九
七
七
年
）
。

（
3
0
）
渡
辺
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座
ー
中
国
古
代
帝
国
の
朝
政
と
儀
礼
－
』
（
東
京
、
柏
書
房
、
一
九

　
　
九

六
年
）
。

（
3
1
）
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
唐
長
安
大
明
宮
』
（
中
国
田
野
考
古
報
告
集
専
刊
丁
種
＝

　
　
号
、
北
京
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
。
郭
義
孚
「
含
元
殿
外
観
復
元
」
（
『
考
古
』
一
九
六

　
　
三
年
第
一
〇
期
掲
載
、
北
京
、
一
九
六
三
年
）
。

（
3
2
）
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
城
工
作
隊
「
唐
大
明
宮
含
元
殿
遺
趾
一
九
九
五
～
一

　

九
九
六
年
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
九
七
年
第
三
期
掲
載
、
北
京
、
一
九
九
七
年
）
。

（
3
3
）
　
楊
鴻
助
（
田
中
淡
・
福
田
美
穂
訳
）
「
唐
長
安
大
明
宮
含
元
殿
の
復
元
的
研
究
」
三
佛
教
芸
術
』

　

第
二
三
三
号
掲
載
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
北
九
州
、
一
九
九
七
年
∀
。

（
3
4
）
　
安
家
瑠
（
町
田
章
訳
）
「
含
元
殿
遺
跡
の
発
掘
に
関
す
る
誤
認
を
解
く
」
（
『
佛
教
芸
術
』
第
二

　
　
三
八
号
掲
載
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
北
九
州
、
一
九
九
八
年
）
。

（
3
5
）
　
田
中
淡
「
楊
鴻
勘
『
唐
長
安
大
明
宮
含
元
殿
の
復
元
的
研
究
』
訳
者
解
題
」
（
『
佛
教
芸
術
』

　
　
第
二
三
三
号
掲
載
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
北
九
州
、
一
九
九
七
年
）
。

（
3
6
）
　
安
家
瑠
「
唐
大
明
宮
含
元
殿
跡
の
再
発
掘
と
再
検
討
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
』
所
収
、

　
　
奈
良
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（
3
7
）
　
安
、
註
3
6
前
掲
論
文
。

（
3
8
）
　
田
中
、
註
2
2
前
掲
論
文
。

（
3
9
）
　
安
、
註
3
6
前
掲
論
文
。

（
4
0
）
　
吉
田
歓
『
日
中
宮
城
の
比
較
研
究
』
（
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
＝
四
頁
。

（
4
1
）
　
吉
田
、
註
4
0
前
掲
書
。

（
4
2
）
　
長
岡
宮
左
右
両
京
の
そ
れ
ぞ
れ
三
条
一
坊
一
・
二
・
七
～
十
・
十
五
・
十
六
町
に
あ
た
る
一

　
　
六
町
を
指
す
。
こ
れ
は
、
長
岡
宮
後
期
造
営
の
際
に
宮
城
に
取
り
込
ま
れ
た
と
山
中
章
が
推
定

　
　
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
山
中
章
『
長
岡
京
研
究
序
説
』
（
東
京
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
、

　
　
六
七
～
七
〇
頁
。

（
4
3
）
　
太
田
、
註
1
1
前
掲
書
。

　
　
　
（
花
園
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二

〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
受
理
、
二
〇
〇
六
年
八
月
一
〇
日
審
査
終
了
）
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The　Addition　of“Rokak11”Structures　du画ng　the　Kammu　Era

YAMADA　Kunikazu

　　　In　the　Heian　palace　built　by　Emperor　Kammu　there　were　corridors　called“yokuro”extending　from　the　right　and　left

of　the　palace　and　gates，　and　it　was　not　ullcommon　for　structures　called“rokaku”to　be　built　at　the　end　of　these　corridors．

Some　examples　are　the　Daigokuden　which　serves　as　the　main　Chodo－in，　the　Outenmon　at　the　southem　gate　of　the

Chodo－in　and　the　Burakuden，　the　main　building　of　the　Buraku－in．　A　recent　investigation　has　revealed　that　at　the　Na－

gaoka　palace　too，　yokuro　and　rokaku　were　added　at　the　southem　gate　of　the　Chodo－in．　This　paper　examines　the　signifi－

cance　of　these　structuエes．

　　　In　China，　rokaku　strllctures　were　built　in　the　walled　cities　of　the　Sui　and　Tang　dynasties．　Two　examples　are　the

Yingtianmen　which　serves　as　the　frollt　gate　to　the　Luoyang　palace　and　the　Hanyuandian　which　is　the　main　building　of

the　Damingong　of　the　Chang’an　palace．　The　Chengtianmen　at　the　front　gate　of　the　imperial　palace　at　Chang’an　is　also

thought　to　have　been　built　in　the　same　style．　These　additional　rokaku　structures　in　Slli　and　Tang　walled　cities　were

used　as　places　where　the　emperor　came　into　contact　with　outside　society．　We　may　conclude，　therefore，　that　Emperor

Kammu　built　these　additional　rokakll　structures　at　the　Nagaoka　and　Heian　palaces　by　incoΦorating　such　elements　from

walled　Chinese　cities．
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